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1. はじめに 

本資料は、TRIOLE BladeServer を、お客様環境に最適な構成で導入するためのプランニングガイド

です。TRIOLE BladeServer のハードウェアコンポーネントの紹介、およびハードウェア構成・設置に関

する注意事項や事前の確認事項について説明しています。初めてブレードサーバを検討する場合や

導入前に確認すべき内容を把握したい場合などにご活用ください。 

 TRIOLE BladeServer におけるハードウェアコンポーネントを以下に示します。ハードウェアはブレード

シャーシ、ブレードシャーシに搭載するサーバブレード、スイッチブレード、パススルーブレード、マネジ

メントブレード、KVM モジュール、電源ユニット、およびシステムに必要となるストレージ、システムフロ

ント等のネットワーク機器から構成されます。これらの構成については、「2. ハードウェアの紹介」で詳

しく説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、TRIOLE BladeServer のハードウェアを構成する際には、本資料と合わせてシステム構成図お

よびラックシステム構築ガイドをご参照ください。(※下記 URL リンク先より提供されています最新の情

報をご利用ください。) 

 

・TRIOLE BladeServer 公開情報 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/blade/ 

・PRIMERGY（ブレードサーバ）のシステム構成図 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/system.html 

・PRIMERGY（ブレードサーバ）のカタログ 

・TRIOLE BladeServer セレクションガイド 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/catalog.html 

・PRIMERGY BX600 S3 シャーシ 消費電力／質量確認シート 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/blade/calculate/bx600s3/ 

・PRIMERGY ラックシステム構築ガイド 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/peripheral/rack.html 

・他社製ラックへの PRIMERGY 製品搭載情報 

 http://primeserver.fujitsu.com/primergy/rack_mount/other01.html 

 

図 1-1 FUJITSU TRIOLE BladeServer のハードウェア全体像 

ストレージシステム 

ETERNUS2000/4000/8000

ブレードサーバ 

PRIMERGY 

BX600 S3 シャーシ 

BX620 S4 サーバブレード

管理モジュール 

KVM マネジメント 

サーバブレード 

コンソール 

リモートコンソール 

ブレードシャーシに内蔵するもの 

電源ユニット 

スイッチ／パススルーブレード 

バックアップ機器 

LTO シリーズ 

システムフロント機器

IPCOM EX シリーズ 
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2. ハードウェアの紹介 

2.1 最新ハードウェアの特長 

2.1.1 処理性能の向上 

 

 PRIMERGY BX620 S4 に搭載される最新 CPU は、従来の CPU に比べて基本性能が大幅に向上して

います。 

 

• 以下の最新の CPU を搭載しています。 

 ク ア ッ ド コ ア  イ ン テ ル ®  Xeon® プ ロ セ ッ サ ー  X5460(3.16GHz)/E5420(2.5GHz) 

/E5405(2GHz)/L5320(1.86GHz)  

 デュアルコア インテル® Xeon® プロセッサー X5260(3.33GHz)/E5205(1.86GHz)/5148 LV 

(2.33GHz)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 I/O ポートの拡張 

 

 PRIMERGY BX620 S4 では、標準の LAN ポートを BX620 S3 と比較して、2 ポートから 6 ポートに拡張

しております。サーバ集約の際には、豊富な I/O ポート（最大 10 ポート）を活用することができ、柔軟な

ネットワーク構成が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務 2 用 

LAN 

保守用 

LAN 

業務 1 用 

LAN 

SAN 

業務 1 利用者 

業務 2 利用者 

 

図 2-2 PRIMERGY BX620 S4 を活用したネットワーク構成 

サーバの豊富な I/O ポート

を冗長構成により、十分に

活用 

37.3 

SPECint_rate_base2006での性能比較 

PRIMERGY BX620 S4 

   デュアルコア インテル® Xeon® 

プロセッサー 5110 (1.6GHz)×2CPU 

図 2-1  PRIMERGY BX620 S4 の搭載 CPU による性能比較 

44.7 
PRIMERGY BX620 S4 

   デュアルコア インテル® Xeon® 

プロセッサー E5205 (1.87GHz)×2CPU

最新 CPU に対応し、 

基本性能が約 1.2 倍に向上 



 

3 

2.1.3 TRIOLE BladeServer の仮想化技術 

 

 TRIOLE BladeServerの仮想化技術はブレードサーバ導入の際、既存のネットワーク環境への導入

が容易になり、業務負荷の増加に応じたサーバ追加等の変更が迅速に行える技術です。 

 ブレードサーバ、ストレージ、Systemwalker Resource Coordinator Virtual server Edition および

SAN 接続仮想化オプションを組み合わせることにより、万が一のサーバブレードの障害時にも自動

対処するなど、お客様に快適なブレードサーバ運用環境を提供します。 

 

● SAN 接続仮想化オプション 

 SAN 接続仮想化オプションは、サーバブレードおよび SAN ストレージに仮想化対応の World Wide 

Name(以下、仮想 WWN)を設定する仕組みです。本オプションを利用して、仮想 WWN を一度設定す

ると、サーバ構成に変更があっても、ストレージ側の設定変更を必要としません。これにより、サーバ

運用中のシステム変更にかかる時間を大幅に短縮できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 ブレードシャーシ 

 

   PRIMERGY BX600 S3 シャーシは 1 シャーシあたり、サ

ーバブレードを挿入するためのスロット部分を 10 個備え

ています。各スロットの奥には、サーバブレードと接続す

るためのコネクタが配備されています。 

  PRIMERGY BX600 S3 シャーシはサーバ集約に最適

な、広帯域のミッドプレーンを搭載し、10 ギガビットイーサ

ーネットにも対応可能なシャーシです。 

  PRIMERGYBX600 S3 シャーシは、AC200V の電源供給だけでなく、AC100V の電源供給にも対応し

ています。AC100V の商用電源のみの環境でも、使用することができます。 

  PRIMERGY BX600 S3 シャーシでは、保守サポート期間が 5 年のシャーシの他に、ブレードサーバ

特有の長期運用での増設を想定して導入時より通常保守サポート 5 年 + 2 年延長を視野に入れた、7

年保守サポートシャーシがあります。7 年保守サポートシャーシは長期運用を考慮し、高機能 KVM モジ

ュールや冗長電源（AC200V 内蔵電源ユニット 4 台）が標準搭載されています。なお、7 年保守サポー

トシャーシの購入と同時に SupportDesk 契約が必須となります。 

 

ストレージ側の設定を 

変更することなく、接続可能  

図 2-3 SAN 接続の仮想化イメージ 

OS 

ストレージシステム 

PRIMERGY BX600 

ファイバーチャネル 

スイッチブレード(4Gbps) 

管理サーバ（Systemwalker Resource 

Coordinator ） 

PRIMERGY BX600

スイッチブレード 

交換 
仮想 WWN 付与 

図 2-4 PRIMERGY BX600 S3 シャーシ前面 

(サーバブレード搭載時) 
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2.3 サーバブレード 

  

 PRIMERGY BX620 S4 サ ー バ ブ レ ー ド は 、

PRIMERGY BX600 S3 シャーシの 1 スロット分のス

ペースが必要です。サーバブレードの仕様は以下

の表をご参照ください。 

 

 

 

表 2-2 サーバブレードの仕様 

LAN／ファイバーチャネル ポート数  CPU メモリ ディスク 

オンボード

LAN 

拡張 LAN※ フ ァ イ バ ー

チャネル※

クアッドコア インテル® 

Xeon® プ ロ セ ッ サ ー 

5300、5400 番台 

（最大 2 CPU） 

PRIMERGY BX620 S4 

サーバブレード 

デュアルコア インテル

® Xeon® プロセッサー 

5100、5200 番台 

（最大 2 CPU） 

最大 

32GB 

2.5 イ ン チ

SAS ホット

プ ラ グ ( 最

大２本) 

6 4 

 

2【LAN 拡張ボード】 

+ 

2【拡張カードスロッ

トモジュール+LAN

カード】 

2 

【ファイバー

チャネル拡

張ボード】 

※LAN 拡張ボードとファイバーチャネル拡張ボードは、同一シャーシでは混在できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 拡張 LAN 搭載イメージ 

拡張カードスロットモジ

ュール＋ＬＡＮカード 

（LAN ケーブルに接続） 

LAN 拡張ボード 

（ブレードシャー

シに接続） 

前面 背面 

 
図 2-5 PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード 
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2.4 シャーシ共有モジュール 

 

   ブレードサーバは、電源/ファン、ネットワーク、マネジメント機構などがモジュール化され、ブレードシ

ャーシ背面に配置されています。これらのモジュールは、冗長構成およびホットプラグを実現できるパッ

ケージング技術に基づいて設計されており、システムダウンの防止、およびシステムを止めずに保守

することが可能など、ブレードサーバに求められるシステムの可用性を高めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.1 スイッチブレード／パススルーブレードの搭載位置 

  

 ブレードサーバには、ホットプラグ対応のLANおよびファイバーチャネルの各スイッチブレード/パスス

ルーブレードをネットワークブレードスロットに、最大 4 台まで構成することができます。LAN スイッチブ

レード/パススルーブレードは最大 4 台まで、ファイバーチャネルスイッチブレード/パススルーブレード

は最大 2 台まで構成することができます。 

 LANおよびファイバーチャネルの各スイッチブレード/パススルーブレードは以下のネットワークブレー

ドスロットに構成することができます。LAN スイッチブレードは装置により搭載可能なネットワークブレー

ドスロットが異なるため注意が必要です。（ファイバーチャネルスイッチブレード/パススルーブレードは

ネットワークブレードスロット 3, 4 にのみ搭載可能です。） また、ネットワークブレードスロット 3, 4 の一

方に LAN スイッチブレード／パススルーブレードを搭載した場合、もう一方にはファイバーチャネルスイ

ッチブレード/パススルーブレードを搭載することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファンユニット 

スイッチブレード/パススル

ーブレード 

マネジメントブレ

ード 

KVM モジュール 

内蔵電源 

ユニット 

図 2-7 シャーシ背面 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

図 2-8 ネットワークブレードスロットの位置 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 
ネットワーク 

ブレードスロット 3 
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表 2-3 LAN スイッチブレード/パススルーブレードの搭載位置と仕様概要 

搭載可能なネッ

トワークブレード

スロット 

種類 

スロット 

1,2 

スロット

3,4 

外部 

ポート数 

 

内部 

ポート数 

備考 

30 

(1Gbps) 
PRIMERGY BX600 スイッ

チブレード(1Gbps) 

【外部 12／内部 32 ポート】 

 

 

  ○ 

 

  × 

12 

(10BASE-T 

/100BASE-TX 

/1000BASE-T) 
2 

（スイッチ間接続

用） 

 

PRIMERGY BX600 スイッ

チブレード(1Gbps) 

【外部 6／内部 10 ポート】

 

 

  ○ 

 

  ○ 

6 

(10BASE-T 

/100BASE-TX 

/1000BASE-T) 

10 

(1Gbps) 

・ ス ロ ッ ト 1,2 に 搭 載 す る 場 合 、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード

との接続に制限があります。 

・スロット 3,4 に搭載する場合、サーバ

ブレードに LAN 拡張ボード（1Gbps）を

構成する必要があります。 

6(10BASE-T/100

BASE-TX/1000B

ASE-T) 

1 

(10GBSSE-SR) 

PRIMERGY BX600 スイッ

チブレード(10Gbps) 

【外部 8/内部 10 ポート】 

 

 

  ○ 

 

  ○ 

1 

(10GBASE-CX4)

10 

(1Gbps) 

・ ス ロ ッ ト 1,2 に 搭 載 す る 場 合 、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード

との接続に制限があります。 

・スロット 3,4 に搭載する場合、サーバ

ブレードに LAN 拡張ボード（1Gbps）を

構成する必要があります。 

・10GBASE-SR で接続する場合はショ

ートウェーブ XFP モジュールを手配す

る必要があります。 

2 

(10BASE-T 

/100BASE-TX 

/1000BASE-T) 

Cisco Catalyst Blade 

Switch 3040 

 

 

  ○ 

 

  ○ 

4  

(1000BASE-SX 

/1000BASE-T) 

10 

(1Gbps) 

・ ス ロ ッ ト 1,2 に 搭 載 す る 場 合 、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード

との接続に制限があります。 

・スロット 3,4 に搭載する場合、サーバ

ブレードに LAN 拡張ボード（1Gbps）を

構成する必要があります。 

・SFP スロットを介して、1000BASE-T ま

たは 1000BASE-SX で接続する場合

は 、 1000BASE-T SFP ま た は

1000BASE-SX SFP を手配する必要が

あります。 

PRIMERGY BX600 LAN パ

ススルーブレード 

 

 

  ○ 

 

  ○ 

10 10 

(1Gbps) 

・ ス ロ ッ ト 1,2 に 搭 載 す る 場 合 、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード

との接続に制限があります。 

・スロット 3,4 に搭載する場合、サーバ

ブレードに LAN 拡張ボード（1Gbps）を

構成する必要があります。 

・ ス ロ ッ ト 1,2 に 搭 載 す る 場 合 、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレード

との接続に制限があります。 

・スロット 3,4 に搭載する場合、サーバ

ブレードに LAN 拡張ボード（1Gbps）を

構成する必要があります。 
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表 2-4 ファイバーチャネルスイッチブレード/パススルーブレードの搭載位置と仕様概要 

搭載可能なネッ

トワークブレード

スロット 

種類 

スロット 

1,2 

スロット

3,4 

外部 

ポート数 

 

内部 

ポート数 

備考 

PRIMERGY BX600  

ファイバーチャネルスイ

ッチブレード(4Gbps) 

 

 

  × 

 

  ○ 

ファイバーチャ

ネル 

標準:4(4Gbps) 

最大:6(4Gbps) 

 

管理 LAN:1 

ファイバーチャ

ネル 

標準:8(4Gbps) 

最大:10(4Gbps)

・サーバブレードにファイバーチャネ

ル拡張ボード（4Gbps）を構成する必

要があります。 

・使用する外部ポート数と同数のショ

ー ト ウ ェ ー ブ SFP モ ジ ュ ー ル

（4Gbps）を手配する必要がありま

す。 

・標準ポートより多くのポートを使用

する場合は、ポートアップグレードキ

ットを構成する必要があります。 

PRIMERGY BX600 

ファイバーチャネルパ
ススルーブレード
(4Gbps) 
 
 
 
 

× ○ 10 

（１/2/4Gbps） 

10 

（４Gbps） 

・サーバブレードにファイバーチャネ

ル拡張ボード（4Gbps）を構成する必

要があります。 

・使用する外部ポート数と同数のショ

ー ト ウ ェ ー ブ SFP モ ジ ュ ー ル

（4Gbps）を手配する必要がありま

す。 
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2.4.2 スイッチブレード／パススルーブレード 

●PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps)  

 PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps)は、低消費電力、省スペース、高性能、高信頼を追求

した PRIMERGY BX600 S3 ブレードシャーシ用の L2 ギガビットイーサーネットスイッチです。 

 

■ PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps) 【外部 12／内部 32 ポート】 

 PRIMERGY BX620 S4 サーバブレードのオンボード LAN に対応し、多数の内部ポートを備えた

L2 ギガビットイーサーネットスイッチです。サーバブレードとの接続用に 30 ポート、スイッチブレー

ド間の接続用に 2 ポートの内部インタフェースを備えています。外部 LAN 接続用には 12 ポートの

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T インタフェース(RJ45 形状)を備えています。本スイッチブ

レードは富士通製 SR-S セキュアスイッチとのインタフェース互換をもち、同スイッチと統一した操

作性を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本スイッチブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット1,2 にのみ搭載

できます。（※1） 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 1,2 に同一スイッチを搭載する必要があ

ります。 

 

12 ポート

(10BASE-T/

100BASE-TX/

1000BASE-T)

図 2-9 PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps) 【外部 12／内部 32 ポート】  

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

PRIMERGY BX600 

スイッチブレード 

(1Gbps) 

【外部 12／内部 32 ポート】 

最大 2 台まで搭載可能 ※1 
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■ PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps) 【外部 6／内部 10 ポート】 

 16 ポートのうち、サーバブレードとの接続用に、10 ポートの内部インタフェース、外部 LAN 接続

用に 6 ポートの 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T インターフェース(RJ45 形状)を備えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本スイッチブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 1,2 および 3,4

に搭載できます。（※1） 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 1 および 2 に搭載する場合、PRIMERGY 

BX620 S4 サーバブレードのオンボード LAN は 2 ポート（スイッチブレードあたり 1 ポート）

のみ接続することができます。 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に搭載する場合、各サーバブレード

側に LAN 拡張ボード（1Gbps）を構成する必要があります。 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 1,2 または 3,4 に同一スイッチを搭載する

必要があります。 

 

 

 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

6 ポート

(10BASE-T/

100BASE-TX/

1000BASE-T )

図 2-10 PRIMERGY BX600 スイッチブレード(1Gbps) 【外部 6／内部 10 ポート】 

PRIMERGY BX600 

スイッチブレード 

(1Gbps) 

【外部 6／内部 10 ポート】 

最大 4 台まで搭載可能 ※1 
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●PRIMERGY BX600 スイッチブレード(10Gbps) 

 PRIMERGY BX600 スイッチブレード(10Gbps)は、低消費電力、省スペース、高性能、高信頼を追

求した PRIMERGY BX600 S3 シャーシ用の L2 ギガビットイーサーネットスイッチです。 

 

■ PRIMERGY BX600 スイッチブレード(10Gbps) 【外部 8/内部 10 ポート】 

 18ポートのうち、サーバブレードとの接続用に、10 ポートの内部インタフェース、外部LAN接続用

に 6 ポートの 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T インタフェース(RJ45 形状)および、1 ポート

の XFP スロット、1 ポートの 10GBASE-CX4 を備えています。XFP モジュールを接続すると、

10GBASE-SR を備えることができます。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本スイッチブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 1,2 および 3,4

に搭載できます。（※1） 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 1 および 2 に搭載する場合、PRIMERGY 

BX620 S4 サーバブレードのオンボード LAN は 2 ポート（スイッチブレードあたり 1 ポート）

のみ接続することができます。 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に搭載する場合、各サーバブレード

側に LAN 拡張ボード（1Gbps）を構成する必要があります。 

• 本スイッチブレードにおいて、10GBASE-SR で接続する場合は、ショートウェーブ XFP モジ

ュールを手配する必要があります。（※2） 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 1,2 または 3,4 に同一スイッチを搭載する

必要があります。 

 

 

図 2-11 PRIMERGY BX600 スイッチブレード(10Gbps) 【外部 8/内部 10 ポート】 

1 ポート 

(10 GBASE-CX 4) 

1 ポート※2 

(10 GBASE-SR) 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 
6 ポート

(10BASE-T/

100BASE-TX/

1000BASE-T )

PRIMERGY BX600 

スイッチブレード 

(10Gbps) 

【外部 8/内部 10 ポート】 

最大 4 台まで搭載可能 ※1 
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● Cisco Catalyst Blade Switch 3040 

 Cisco Catalyst Blade Switch 3040 は PRIMERGY BX600 S3 シャーシに搭載可能なギガビットイー

サーネットスイッチです。サーバブレード用に 10 ポートの内部インタフェース、外部 LAN 接続用に 2

ポートの 10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T インタフェース(RJ45 形状)および、4 ポートの SFP

スロット、1 ポートの外部コンソールポートを備えています。SFP モジュールを接続すると、

1000BASE-TX や 1000BASE-SX を備えることができます。 

 本スイッチブレードは全ての Cisco 製ルータと Cisco Catalyst デスクトップ型スイッチで使用できる、

共通のユーザ・インタフェースおよびコマンドセットに対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本スイッチブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 1,2 および 3,4

に搭載できます。（※1） 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 1 および 2 に搭載する場合、PRIMERGY 

BX620 S4 サーバブレードのオンボード LAN は 2 ポート（スイッチブレードあたり 1 ポート）

のみ接続することができます。 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に搭載する場合、各サーバブレード

側に LAN 拡張ボード（1Gbps）を構成する必要があります。 

• 本スイッチブレードにおいて SFP スロットを介して、1000BASE-T または 1000BASE-SX で

接続する場合は、1000BASE-T SFP または 1000BASE-SX SFP を手配する必要がありま

す。（※2） 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 1,2 または 3,4 に同一スイッチを搭載する

必要があります。 

 

図 2-12 Cisco Catalyst Blade Switch 3040 

2 ポート 

(10BASE-T 

/100BASE-TX 

/1000BASE-T) 

4 ポート ※2 

(1000BASE-T 

/1000BASE-SX) 

1 ポート 

(管理用 LAN) 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

Cisco Catalyst  

Blade Switch 3040 

最大 4 台まで搭載可能 ※1 
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● PRIMERGY BX600 LAN パススルーブレード 

 PRIMERGY BX600 LAN パススルーブレードは、PRIMERGY BX600 S3 ブレードシャーシ専用の製

品です。サーバブレードに搭載するオンボード LAN および、LAN 拡張ボード(オプション)の外部 LAN

との接続を 1 対 1 に入出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本パススルーブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 1,2 および

3,4 に搭載できます。（※1） 

• 本パススルーブレード本をネットワークブレードスロット 1 および 2 に搭載する場合、

PRIMERGY BX620 S4 サーバブレードのオンボード LAN は 2 ポート（スイッチブレードあた

り 1 ポート）のみ接続することができます。 

• 本パススルーブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に本スイッチブレードを搭載する

場合、各サーバブレード側に LAN 拡張ボード（1Gbps）を構成する必要があります。 

• 本パススルーブレードを経由してハブ／ルータに接続する場合、1000BASE-T 固定のポー

トに接続する必要があります。（10/100BASE-TX 対応のポートに接続した場合は通信でき

ません。） 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 1,2 または 3,4 に同一スイッチを搭載する

必要があります。 

 

図 2-13 PRIMERGY BX600 LAN パススルーブレード 

10 ポート 

(パススルー) 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

PRIMERGY BX600  

LAN パススルーブレード

最大 4 台まで搭載可能 ※1 
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● PRIMERGY BX600 ファイバーチャネルスイッチブレード(4Gbps) 

  PRIMERGY BX600 S3 シャーシ専用の最大 4Gbps のリンクスピードをサポートするファイバーチ

ャネルスイッチブレードです。シャーシ背面のネットワークブレードスロット 3,4,に搭載できます。サー

バブレードとの接続用に標準 8 ポート（最大 10 ポート※1）、外部接続用に標準 4 ポート（最大 6 ポ

ート※1）を備えています。外部接続用ポート毎に SFP モジュール（4Gbps）を装着する必要がありま

す。 

 また、フルファブリックライセンスを標準インストールしており、ファイバーチャネルスイッチ 3 台以上

でのファブリック構成が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 標準のポート数より多くのポートを使用する場合は、別途「PRIMERGY BX600 ファイバー

チャネルポートアップグレード」を手配する必要があります。ファイバーチャネルポートアッ

プグレードをインストールすることで、ハードウェアを変更することなく、ポートを拡張するこ

とができます。例えば 9 台以上のサーバブレードを本スイッチに接続する場合などは必要

です。（※1） 

• 本スイッチブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 3,4 に搭載でき

ます。（※2） 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に搭載する場合、各サーバブレード

側にファイバーチャネル拡張ボード（4Gbps）を構成する必要があります。 

• 本スイッチブレードをネットワークブレードスロット3,4の一方に搭載した場合、もう一方には

ファイバーチャネルスイッチブレードのみ搭載することができます。 

• 本スイッチブレードにおいて、使用する外部ポート数と同数のショートウェーブ SFP モジュ

ール（4Gbps）を手配する必要があります。 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 3,4 に同一スイッチを搭載する必要があ

ります。 

 

 

図 2-14 PRIMERGY BX600 ファイバーチャネルスイッチ(4Gbps) 

標準 4 ポート(4G) 
ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

PRIMERGY BX600 

ファイバーチャネル 

スイッチブレード(4Gbps)

最大 2 台まで搭載可能 ※2 

拡張 2 ポート(4G) 

ファイバーチャネル

ポートアップ構成時

※1 
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● PRIMERGY BX600 ファイバーチャネルパススルーブレード(4Gbps) 

  PRIMERGY BX600 S3 シャーシ専用のファイバーチャネルパススルーブレードです。サーバブレー

ドに搭載するファイバーチャネル拡張ボード(オプション)と外部ファイバーチャネル接続との入出力部

を 1 対 1 に提供します。外部接続用ポート毎に別途 SFP モジュール（4Gbps）をファイバーチャネルパ

ススルーブレードに装着する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本パススルーブレードは、ブレードシャーシ背面のネットワークブレードスロット 3,4 に搭載

できます。（※1） 

• 本パススルーブレードをネットワークブレードスロット 3,4 に搭載する場合、各サーバブレー

ド側にファイバーチャネル拡張ボード（4Gbps）を構成する必要があります。 

• 本パススルーブレードをネットワークブレードスロット 3,4 の一方に搭載した場合、もう一方

にはファイバーチャネルパススルーブレードのみ搭載することができます。 

• 本スイッチブレードにおいて、使用する外部ポート数と同数のショートウェーブ SFP モジュ

ール（4Gbps）を手配する必要があります。 

• 冗長構成を構築する場合は、ネットワークスロット 3,4 に同一スイッチを搭載する必要があ

ります。 

 

 

 

図 2-15 PRIMERGY BX600 ファイバーチャネルパススルーブレード(4Gbps) 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

PRIMERGY BX600 

ファイバーチャネルパス

スルーブレード(4Gbps)

最大 2 台まで搭載可能 ※1 

10 ポート 

(パススルー) 
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2.4.3 SAN 接続仮想化オプション 

 

 SAN 接続仮想化オプションは、PRIMERGY BX600 ファイバーチャネルスイッチブレード(4Gbps)を使っ

た SAN 接続環境を仮想化するためのオプションです。仮想化対応の WWN (World Wide Name) を、

Systemwalker Resource Coordinator の管理サーバからネットワーク経由で適用することにより、ブレ

ードサーバとストレージ間の SAN 接続を仮想化することができます。本オプションを利用して、仮想

WWNを一度設定すると、サーバ構成に変更（サーバブレードおよびファイバーチャネル拡張ボードの追

加や交換）があっても、ストレージ側の設定変更を必要としません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[構成上の注意点] 

• 本製品を使って SAN 接続を仮想化するためには、Systemwalker Resource Coordinator 

Virtual server Edition V13.2 を手配する必要があります。 

• 本製品は BX600 S3 シャーシ 1 台毎に適用する必要があります。 

 

2.4.4 マネジメントブレード 

 

 PRIMERGY BX600 マネジメントブレードは標準で 2 台備えており、マネジメント機能を冗長運転してい

ます。また、ホットプラグにも対応しています。マネジメントブレードの LAN インタフェースを経由して、シ

ャーシ内の電源／FAN／温度状態および各ブレードの正常性を集中監視できます。マネジメントブレー

ドの LAN インタフェース経由で遠隔制御することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレージ側の設定を 

変更することなく、接続可能  

図 2-16 最新スイッチブレードによる大容量／高速データ転送イメージ 

OS 

* SAN 接続仮想化オプションが必要 

ストレージシステム 

PRIMERGY BX600 

ファイバーチャネル 

スイッチブレード(4Gbps) 

管理サーバ（Systemwalker Resource 

Coordinator Virtual server Edition）  

PRIMERGY BX600

スイッチブレード 

交換 
仮想 WWN 付与* 

図 2-17 マネジメントブレード(LAN 接続のイメージ) 

マネジメントブレードスロット

(標準搭載) 

マネジメントブレードスロット

(標準搭載) 

スイッチ 

管理 PC 
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2.4.5 KVM モジュール  

 

 ディスプレイ／キーボード／マウス切替え器(KVM モジュール)をシャーシに内蔵し、各サーバブレード

のディスプレイ出力／キーボード／マウス入出力を切替えることができます。 

    

● PRIMERGY BX600 KVM モジュール 

 PRIMERGY BX600 KVM モジュールはブレードシャーシ内のサーバブレードのコンソール(ディス

プレイ/キーボード/マウス)を切り替える標準搭載の KVM モジュールで、ブレードシャーシ背面に

内蔵されています。 

 シャーシ標準添付の KVM ケーブル 1 本を介して、ディスプレイ/キーボード/マウスに接続されま

す。各サーバブレード前面のディスプレイ/キーボード/マウス切替えスイッチにより、ラック型サー

バと同様に、BIOS セットアップ、OS 操作が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● PRIMERGY BX600 高機能 KVM モジュール 

 PRIMERGY BX600 高機能 KVM モジュールを利用すると、標準搭載の KVM モジュールの機能に

加え、遠隔地からの操作でサーバ運用画面を表示できるようになります。また、仮想化技術により

リモート端末（PC）に接続されている CD-ROM ドライブやフロッピーディスクドライブを各サーバブ

レードから共用することができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-18 標準 KVM モジュール（背面）とフラットディスプレイの搭載イメージ 

PRIMERGY 

BX600 KVM

モジュール 

KVM 切替スイッチ 

（サーバブレード前面） 

KVM モジュール 

の位置(背面) 

図 2-19 高機能 KVM モジュール(シャーシ背面)および、リモート操作イメージ 

PRIMERGY BX600 

高機能 KVM モジュール 

マネジメントブレードと高機能 KVM を LAN 経

由でリモート PC に接続 ※ 

LAN スイッチ 

リモート PC 操作 
KVM モジュールの位置 

(背面) 
操作イメージ 

リ モ ー ト PC の

CD-ROM ドライブ等

をサーバから利用可

※マネジメントブレードと高機能 KVM モジュールは同一セグメント

のネットワークに接続が必要 

フラットディスプレイ 

搭載イメージ 
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● ディスプレイ／USB 拡張ケーブル 

 「ディスプレイ／USB拡張ケーブル」により、サーバブレード毎にディスプレイ・およびUSB対応の

CD-ROM およびフロッピィドライブを接続できます。本ケーブルはブレードシャーシに標準添付(1

個)されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.6 電源ユニット 

 

 PRIMERGY BX600 S3 シャーシの各コンポーネントへの配電に必要な電源ユニットが、ブレードシャー

シ背面に内蔵されます(以下、内蔵電源ユニット)。標準搭載された 2 台の電源ユニットを含め、最大 4

台の内蔵電源ユニットを搭載できます。電源ユニットはホットプラグ対応となっており、冗長構成(4 台構

成)時には、万が一電源ユニットの１つが故障しても、システムを止めることなく交換できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21  内蔵電源ユニット(シャーシ背面) 

内蔵電源ユニット(標準装備) 

内蔵電源ユニット(冗長電源) 

※オプション 

図 2-20 ディスプレイ／USB 拡張ケーブルを使ったコンソール構成イメージ 

ディスプレイ／USB 拡張ケーブル(標準添付) 

USB CD-ROM 

ディスプレイ装置 

USB FDD 
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2.5 ブレードサーバ以外の機器 

 TRIOLE BladeServer では、ブレードシステムの規模や運用等の要件に応じて、ブレードシャーシの外

部にストレージ・システムフロント機器を構成することができます。 

 

2.5.1 ストレージシステム 

 

 RAID 技術を採用した高信頼・高性能ディスクアレイ機器です。大容量のディスクを搭載でき、将来の

拡張に対しても、高いスケーラビリティと柔軟性を備えています。システム停止やデータ消失などに対し

て、信頼性の強化や業務を止めずにバックアップができるなどの対策が充実、TCO 削減だけでなく、企

業データを安全に運用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● SAN 接続の構成例 

 TRIOLE BladeServer のブレードシャーシにファイバーチャネルスイッチブレードを構成し、サーバブ

レードにファイバーチャネル拡張ボードを装着することにより、サーバブレードとディスクアレイを SAN

接続できます。以下に、ストレージシステムとの構成例を示します。 

 

・ファイバーチャネルスイッチブレードからディスクアレイに接続する場合の構成例 

 内蔵のファイバーチャネルスイッチブレードから直接ストレージに接続する場合の構成例です。

最小限のポート数のディスクアレイとの接続がすることができるため比較的小規模の構成時には

適しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-22  ETERNUS2000 モデル 50 

図 2-23 ストレージシステムに直接接続する場合(ファイバーチャネルスイッチブレード直結) 

背面 前面 

ディスクアレイ 

ブレードサーバ 

ファイバーチャネル

スイッチブレード 
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・外部ファイバーチャネルスイッチを使ってディスクアレイに接続する場合の構成例 

    外部ファイバーチャネルスイッチを構成する場合の構成例です。外部ファイバーチャネルスイッ

チを構成することにより、パススルーブレード使用時や、最小限のポート数のストレージ機器との

接続が可能となります。ラックサーバとの混在構成時(パススルーブレード使用時)、または複数

シャーシなどの大規模構成に適しています。 

 

 
背面 前面 

図 2-24 外部ファイバーチャネルスイッチ経由でストレージシステムに接続する場合 

ファイバーチャネルス

イッチ or パススルー

ブレード 
FC スイッチ 

ディスクアレイ 

ブレードサーバ 
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2.5.2 システムフロント機器 

 

 IP ネットワークに必要なフロントエンド機能を１台に集約し、ＩＰネットワークをシンプル・スピーディーに

システム構築できます。複雑化するＩＴシステムのフロントエンドの統合により効率的な運用を実現し、

増大する TCO を削減、ブロードバンド・インフラを最大限に活用できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 IPCOM EX IN シリーズはサーバ負荷分散、ＳＳＬアクセラレータ、UTM(ファイアーウォール、IPS、アン

チウィルス、アンチスパム、Web コンテンツ・フィルタリング、IPsec-VPN/SSL-VPN)、帯域制御、リンク

負荷分散、ルーティング機能をもち、ホットスタンバイ、冗長電源に対応したシステムフロント機器です。 

 

IPCOM EX シリーズを構成する例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムフロント装置

(IPCOM EX シリーズ) 

LAN スイッチ or 

パススルーブレード 

背面 

図 2-25 IPCOM EX IN シリーズ 

図 2-26 システムフロント装置を構成する場合 

 ブレードサーバ 

前面 
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3. ブレードサーバ構成上の確認事項 

 

3.1 電源ユニットの構成 

 

● 定格電源 

 ブレードサーバには、AC100V 専用の電源を搭載した BX600 S3 シャーシ（AC100V）と AC200V

専用の電源を搭載した BX600 S3 シャーシ（AC200V）があります。7 年保守サポート対応のシャー

シに提供される電源は、AC200V 電源です。BX600 S3 シャーシ（AC100V）に、AC200V 専用の電

源を搭載することはできません。また、BX600 S3 シャーシ（AC200V）に、AC100V 専用の電源を搭

載することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 内蔵電源ユニットの冗長構成 

 内蔵電源ユニットを冗長構成にする場合、シャーシに標準の内蔵電源ユニット(2 台)に、オプション

の内蔵電源ユニット(2 台)を加え、合計 4 台構成とします。BX600 S3 シャーシ（AC200V）では 2:2 冗

長構成、BX600 S3 シャーシ（AC100V）では 3:1 冗長構成で動作します。BX600 S3 シャーシ

（AC100V）を、冗長構成時に UPS 接続なしで使用する場合は、15A を 4 系統から給電する必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC200V 電源供給 

図 3-1 PRIMERGY BX600 S3 シャーシ用の AC200V 電源供給イメージ 

図 3-2 PRIMERGY BX600 S3 シャーシ用の AC100V 電源給電イメージ 
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3.2 サーバブレードの I/O の拡張 

 

3.2.1 拡張ポート 

 

 サーバブレードには、オプションの拡張ボードを利用して、LAN またはファイバーチャネル拡張ポート

(1 サーバブレードあたり 2 ポート)の増設ができます。拡張ポートは各サーバブレードからネットワークブ

レードスロット 3,4 に接続されます。 

 サーバブレードに拡張ボードを構成する場合、同一シャーシ内では、異なる種類の拡張ボードを搭載

することができません。必ず、拡張ボードを統一してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-1 サーバブレードの拡張ボードおよび接続先 

 拡張ボード 接続先 

スイッチ／パススルーブレード 

LAN 拡張ボード（1Gbps） ・PRIMERGY BX600 スイッチブレード

（1Gbps）【外部 6/内部 10 ポート】 

・PRIMERGY BX600 スイッチブレード

（10Gbps）【外部 8/内部 10 ポート】 

・Cisco Catalyst Blade Switch 3040 

・PRIMERGY BX600 LAN パススルーブ

レード 

PRIMERGY BX620 

S4 サーバブレード 

ファイバーチャネル拡張ボード

（4Gbps） 

・PRIMERGY BX600 ファイバーチャネル

スイッチブレード（4Gbps） 

・PRIMERGY BX600 ファイバーチャネル

パススルーブレード（4Gbps） 

 

サーバブレード ブレードシャーシ(背面) 

図 3-3 拡張ボードオプションとネットワークブレードスロットの関係 

オンボード LAN 

ネットワーク 

ブレードスロット 4 

ネットワーク 

ブレードスロット 2 

ネットワーク 

ブレードスロット 1 

ネットワーク 

ブレードスロット 3 

拡張ボードオプション 

(LAN or ファイバーチャネル)  
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3.2.2  拡張カードスロット 

 

 サーバブレードのフロント部分には拡張カードスロットモジュールコネクタがあります。LAN カードまた

は、SCSI カードは拡張カードスロットモジュールを利用して、構成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-2 サーバブレードフロント部の拡張スロットの仕様 

 拡張モジュール対応インタフェース

（いずれか一方のみ搭載可能） 

対応カード 

PCI-Express(x4) ×1 

 

2 ポート対応 LAN カード 

（LowProfile） 

PRIMERGY BX620 S4 サー

バブレード 

64 ビット 133MHz PCI-X ×1 

 

SCSI カード（LowProfile） 

 

 

3.2.3 フロント-リアケーブルスルーキット 

 

 サーバブレードフロント部に拡張カードスロットモジュールを介してLANカードまたは、SCSIカードを構

成する場合、フロント-リアケーブルスルーキットをラック内に構成する必要があります。フロント-リアケ

ーブルスルーキットは搭載されたカードに接続するケーブルを、ラックの背面に通し、ラック背面に排気

された温かい空気がラック前面に対流することを防ぎます。 

 フロント-リアケーブルスルーキットを構成する場合、必ずブレードシャーシのすぐ下の位置に設置し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 拡張カードスロットモジュール搭載イメージ 

拡張カードスロットモジュール 

SCSI カード 

図 3-5 フロント-リアケーブルスルーキット設置例 

ブレードシャーシのすぐ下の位置に

設置します 
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3.3 シャーシ入力電力と質量の算出 

 

 ブレードサーバでは、必要とされる電源容量や質量がサーバブレードの構成によって異なります。以

下に記載する算出方法を利用して、ブレードサーバに必要な電力（シャーシ入力電力）やブレードサー

バの質量を求めてください。 

 なお、ツールを使ってシャーシ入力電力と質量を算出するには「PRIMERGY BX600 S3 シャーシ 消費

電力／質量確認シート」をご参照ください。（URL については、「1.はじめに」をご参照ください。） なお、

「PRIMERGY BX600 S3 シャーシ 消費電力／質量確認シート」における消費電力は本章で算出する

「シャーシ入力電力値（交流）」に相当します。 

 

3.3.1 電源容量の算出 

 シャーシ入力電力（交流）を計算するためには、電源ユニットの出力電力（直流）を確認し、これを超え

ないように、各コンポーネントを構成します。最後に、各コンポーネントの消費電力（直流）の合計から、

シャーシ入力電力を算出します。詳細な手順を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 電源ユニットの最大出力電力の確認 

 PRIMERGY BX600 S3 シャーシに搭載する電源ユニットは、AC200V の電源ユニットでは、冗長電

源の有無にかかわらず、1 つのブレードシャーシ 4,200 [W]が最大となります。AC100V の電源ユニッ

トでは、冗長電源なしの場合は 1 つのブレードシャーシ 1,675 [W]、冗長電源ありの場合は 2,476[W]

が最大となります。以下、サーバブレードを搭載する際には、この最大出力電力値を超えないように

します。 

 

表 3-3 PRIMERGY BX600 S3 シャーシ 電源ユニットの出力電力 

使用電源環境 200V 使用電源環境 100V  

2 台(標準搭載) 

冗長電源なし 

4 台(標準+2 台) 

冗長電源あり 

（2+2 冗長） 

2 台(標準搭載) 

冗長電源なし 

4 台(標準+2 台) 

冗長電源あり 

(3+1 冗長) 

最大出力電力 [W]       4,200      4,200 1,675 2,476 

 

図 3-6 ブレードサーバの電力供給 

電源ユニット

シャーシ 
入力電力（交流） 

電源ユニット
出力電力 
（直流） 

各コンポーネントの
消費電力（直流） 

BX600 S3 シャーシ 

交流⇒直流に
変換 
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● ブレードシャーシに搭載可能なサーバブレードの種類および台数の算出 

 実際にブレードシャーシに搭載するサーバブレードの種類および、搭載台数によって、消費される

電力を算出します。1 つのブレードシャーシにおいて、各コンポーネントの消費電力（直流）の合計

が、電源ユニットの最大出力電力値を超えないように調整します。(組み合わせによっては、超える

場合がありますので、必ず計算してください。)   

 

表 3-4 ブレードサーバにおける各コンポーネントの消費電力 

    ブレードシャーシ、およびサーバブレードの種類 

      CPU の種類・数 

消費電力（直流） 

[W] 

PRIMERGY BX600 S3 
シャーシ 

－ 400(*1) 

1CPU 193 デュアルコア インテル® Xeon® プロセッ
サー 5148 LV (2.33GHz) 2CPU 226 

1CPU 201 デュアルコア インテル® Xeon® プロセッ
サー E5205 (1.86GHz) 2CPU 235 

1CPU 214 デュアルコア インテル® Xeon® プロセッ
サー X5260 (3.33GHz) 2CPU 259 

1CPU 195 クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサ
ー L5320 (1.86GHz) 2CPU 237 

1CPU 207 クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサ
ー E5405 (2GHz) 2CPU 245 

1CPU 217 クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサ
ー E5420 (2.5GHz) 2CPU 263 

1CPU 262 

PRIMERGY BX620 S4
サーバブレード 

クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサ
ー X5460 (3.16GHz) 2CPU 347 

*1:スイッチブレード、マネジメントブレード等を含んでいます。 

 

● ブレードシャーシへの入力電力の算出 

 最後に、ブレードシャーシへの入力電力は以下の式によって計算します。この計算結果は UPS や

商用電源（直接、接続する場合）に接続する際に用いるブレードサーバの消費電力です。 

 

[入力電源電圧 100V の場合] 

シャーシ入力電力（交流）  

   = 各コンポーネントの消費電力（直流）合計 / 0.82 

 

[入力電源電圧 200V の場合] 

シャーシ入力電力（交流）  

   = 各コンポーネントの消費電力（直流）合計 / 0.8 

 

 

● サーバブレード搭載確認例 

 PRIMERGY BX600 S3 シャーシに PRIMERGY BX620 S4 デュアルコア インテル® Xeon® プロセ

ッサー E5205 2CPU を 5 台、PRIMERGY BX620 S4 クアッドルコア インテル® Xeon® プロセッサー 

L5320 1CPU モデルを 4 台搭載する場合 

 

  PRIMERGY BX600 S3 シャーシ           400 [W] 

+ PRIMERGY BX620 S4 デュアルコア インテル® Xeon® プロセッサー E5205 2CPU 5×235 [W] 

+ PRIMERGY BX620 S4 クアッドコア インテル® Xeon® プロセッサー L5320 1CPU  4×195 [W] 

                2355 [W] 
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となります。BX600 S3シャーシ（AC200V）では、電源ユニットの最大出力電力4200W以下であるこ

とが確認できます。したがって、この組み合わせはブレードシャーシに搭載することができます。

BX600 S3 シャーシ（AC100V）では、冗長電源なしの場合は電源ユニットの最大出力電力 1675W

より大きくなっているため、この組み合わせはブレードシャーシに搭載することができません。冗長

電源ありの場合は電源ユニットの最大出力電力 2476W 以下であるため、この組み合わせはブレ

ードシャーシに搭載することができます。また、シャーシ入力電力は以下の通り計算できます。 

 

[入力電源電圧 100V の場合] 

シャーシ入力電力 = 2355 [W] / 0.82 = 2872 [W] 

 

[入力電源電圧 200V の場合] 

シャーシ入力電力 = 2355 [W] / 0.8 = 2944 [W] 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2 質量の算出 

 

 ブレードサーバは、集約性の高い性質のため、構成や設置場所によってそのままでは配備できない

場合があります。あらかじめ、以下の表を使って、構成したいブレードシャーシ、およびサーバブレード

の組み合わせからブレードサーバの質量を確認してください。なお、ラック搭載時および設置環境にお

ける、床耐荷重の確認については「4.4.2 床の耐荷重」をご参照ください。 

 

  表 3-5 ブレードサーバの最大質量計算について(概算) 

ブレードシャーシ、およびサーバブレードの

種類 

( )はシャーシ 1 台当たりの最大台数 

１台当たりの 

最大質量 [kg]

台数 

※計算例 

質量小計 [kg] 

※計算例 

シャーシ本体（内蔵電源２台、
すべての FAN、マネジメントブ
レード２台を含む） 

43 1 43 

スイッチブレード(最大 4 台) 1 4 4 

内蔵電源オプション(最大 2 台) 5 2 10 

PRIMERGY 

BX600 S3 

シャーシ 

ラックレール(最大 1 台) 3 1 3 

PRIMERGY BX620 S4 

サーバブレード(最大 10 台) 

7 10 70 

合計 130 

 (ご参考)ブレードシャーシ 1 台の最大質量は、サーバブレードやシャーシオプションなども含め、フ

ル搭載した状態で 130[kg]です。 
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3.4 UPS の接続 

 

● UPS の選定 

 ブレードサーバにおける UPS の選定はラック型サーバと異なります。ブレードサーバの場合、ブレ

ードシャーシのサーバブレード最大搭載量に対して、必要な容量を検討します。将来の拡張を考慮

し、「3.3.1 電源容量の算出」を参照してシャーシ入力電力値を算出することを推奨します。 

 

● 商用電源との接続 

 UPS を構成する場合、UPS を経由して受電するため、外部から UPS への電源の供給が必要となり

ます。AC200V シャーシでは、SymmetraRM をブレードサーバに接続します。SymmetraRM を接続す

る場合は、1 つの AC200V 電源の供給が必要となります。AC100V シャーシでは、電源ユニット 2 台

につき、1 台の Smart-UPS 3000RMJ-3U を接続します。Smart-UPS 3000RMJ-3U を 1 台接続する

毎に、1 つの AC100V 電源の供給が必要となります。AC100V シャーシで電源ユニットを冗長構成で

使用する時は、Smart-UPS 3000RMJ-3U を 2 台接続する必要があります。 

なお、UPS への電源供給に際して、必要容量に応じてコンセント形状の注意事項がありますので、

「4.4.3 商用電源への接続」をご参照ください。 

 

● ネットワークシャットダウン 

 UPS のシャットダウン機能を利用する場合、ブレードサーバにはシリアルポートがないため、ネット

ワークシャットダウンを利用します。その際、UPS 機器のネットワークマネジメントカードを利用してネ

ットワークシャットダウンすることを推奨します。ネットワークマネジメントカードは、SymmetraRM では

標準搭載、Smart-UPS 3000RMJ-3U ではオプションとなっています。 
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4. 設置に関する確認事項 

 

4.1 設置環境の確認 

 

 ブレードサーバのブレードシャーシには電源ユニットを含め冷却用のファンを最大 8 個使用します。そ

のため、騒音値が非常に大きくなっています。【PRIMERGY BX600 S3 シャーシ : 65 [dB]以下】 設置場

所については、設置スペースに加え、騒音値に関しても充分な配慮してください。 

 なお、一般オフィス環境への設置は騒音に関するトラブルが懸念されますので、専用室、サーバルー

ムなどへの設置を推奨します。 

 

4.2 ラックの確認 

 

 ブレードサーバは集約性が高いため、搭載できるラックが限られています。新規にラックを検討される

場合は富士通製ラックをご利用ください。既存のラックへの搭載を検討される場合は以下の内容を確

認してください。 

 

4.2.1 富士通製ラック 

 

 富士通製ラックにおけるブレードサーバの搭載可否は以下の通りです。なお、ラックの搭載に関する

詳細情報や最新情報については、「PRIMERGY ラックシステム構築ガイド」をご参照ください。(URL につ

いては、「1.はじめに」をご参照ください。) 

 

 表 4-1 ブレードシャーシの物理的搭載の可否( 富士通製ラック) 

ラックの品名／型名 搭載可否 制限事項 

19 インチスタンダードラ

ッ ク (PG-R6RC1/2 、

PG-R4RC3/4/5) 

可 ラックの最上部に搭載する場合は、最低 1U のスペースを

空ける必要あり 

低騒音型スタンダードラ

ック(PG-R8RC1) 

可 ・ラックの最上部および最下部に搭載する場合は、最低 1U

のスペースを空ける必要あり 

・1 シャーシのみ搭載可（他のラック搭載製品と合わせて、

風量が 18 ㎥/min 以下であること。） 

上記以外 不可 - 

 

4.2.2 他社製ラック 

 

 既存の他社製ラックを利用する場合には、ブレードシャーシがラックに搭載できるかどうかを確認する

必要があります。ブレードシャーシの外形寸法やラックの仕様などを確認してください。 

 なお、他社製ラックの搭載実績については「他社製ラックへの PRIMERGY 製品搭載情報」をご参照く

ださい。（URL は「1.はじめに」をご参照ください。） 

 

表 4-2 ブレードシャーシの外形寸法 

 高さ 幅 奥行き 

PRIMERGY BX600 S3 

シャーシ 

308mm（7U） 446mm（483mm(突起物

含む)） 

735mm（ 800mm( 突 起物 含

む)） 
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 他社製ラックの確認事項について以下の表にまとめます。 

 

 表 4-3 他社製ラックの確認事項 

No. 項目名 対象 条件 測定値 Check 結果

ラックタイプ 19"ラックであること     0  

ラック準拠規格 EIA 規格に準拠してあること     

1 ラック柱前後間隔 装置のブラケット調節範囲内にあること       

2 本体収納距離 奥行必要寸法以上のこと       

3 

ラックの奥行き 

ラック前面距離 60mm 以上あること       

4 ラック柱左右間隔 ラック柱の左右内側間隔が 450mm 以上のこと       

5 ラック取付穴間隔 465mm(EIA 規格寸法)のこと       

6 

ラックの横幅 

ブラケット 

取付スペース 

ブラケット取付部(幅 488mm)に干渉物がないこと       

7 取付穴ピッチ EIA 規格に準拠し、ユニバーサルピッチであること     

8 

ラック柱の形状 

取付穴サイズ 角穴で、9mm から 10mm であること       

9 ケーブル取出口 ケーブル取出口が底面／後扉にあること     

10 ラック耐荷重 搭載予定装置の総質量以上のこと       

11 ラック扉通気口 十分な通気口があること。 

前 : 17%以上  後 : 33%以上 

      

12 

ラックの仕様 

転倒防止策 転倒防止対策がなされていること     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 ラックの横幅について(ラックを天井から見た図) 

 

 

 なお、上記チェックの全項目で×の項目が無ければ、ブレードサーバをそのまま搭載できる可能性が

あります。ただし、動作保証をするものではありませんのでご注意ください。 
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4.3 ラック搭載に関する注意事項 

 

4.3.1 外部機器のラック搭載 

 

 システムの規模や将来の拡張方針に応じて、ブレードサーバのブレードシャーシと外部機器を同一

のラックにするか、ブレードサーバ、ストレージシステムなどで専用のラックをそれぞれ構成するかを決

定します。 

 

4.3.2 ラック搭載位置 

 

 ラックの最上部に搭載する場合には、最低 1U のスペースを空ける必要があります。 

 

4.3.3 フロント拡張スロットの利用 

 

 サーバブレードのフロント拡張スロットを利用する場合、シャーシのすぐ下に「フロント-リアケーブルス

ルーキット」に搭載します。詳細は「3.2.3 フロント-リアケーブルスルーキット」をご参照ください。 

 

4.3.4 UPS への接続 

 

 ブレードサーバ BX600 S3 シャーシ（AC200V）で、UPS を使用する場合は、UPS を使用しない場合と

電源の構成方法が異なります。UPS を使用する場合は、ブレードサーバの電源を一旦コンセントボック

スで集約して UPS に接続する必要があり、ブレード本体側で、専用の電源ケーブルとコンセントボック

スを構成する必要があります。以下にラック搭載イメージを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、電源構成イメージや必要なコンセントなどについては、「4.4.3 商用電源への接続」をご参照くだ

さい。 

 

4.3.5 ブランクパネルの利用 

 

 ラック周辺スペースの確保に問題ない場合でも、ラックに未搭載の空きがある場合は、ラック背面か

ら排気された熱風がラック前面に回り込み、冷却に悪影響を与えることがあます。通常ラックシステム

にはブランクパネルが付属していますので、ラック設置の際には、必ずブランクパネルを設置し、前面

に空気が回ってこないように調整します。もし、現在運用中のサーバで、温度アラームが多発している

場合、ブランクパネルの未設置が考えられますので確認してください。 

 

図 4-2 UPS との接続がある場合/ない場合のラック搭載イメージ 

コンセントボックス 

無停電電源装置(UPS) 

UPS あり UPS なし 
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4.4 設置条件の確認 

 

 ブレードサーバを搭載したラックを設置する前に、ラックの設置スペースや床の耐荷重について確認

が必要です。 

 

4.4.1 ラックの設置スペース 

 

 ブレードサーバを搭載したラックの周辺には、通気と保守のためにスペースを確保する必要がありま

す。ラックの設置スペースについては、ラック型サーバも同様のスペースが必要です。 

 通気、保守エリアとして下図の通り設置スペースを確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ラックの設置スペースが適切に確保できない場合、他の装置からの排気が吸気に回りこみ、ラック内

部の冷却に悪影響を与える場合があります。また、ラックの排気スペースが充分でない場合、吸気量

が減少し、ラック内部の冷却に悪影響を与える場合があります。 

 

図 4-3 ラック周辺スペースの確保ついて 
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4.4.2 床の耐荷重 

 

 ブレードサーバは集約性が高いため、1 ラックあたり搭載できるサーバ数が多く、ラック込みの最大総

質量が最大 990 [kg]になることがあります。建築基準法では、たとえば、オフィスの場合は 300 [kg/㎡]、

計算機室の場合は 500 [kg/㎡]という基準が定められています。ブレードサーバの質量を算出する場

合は、「3.3.2 質量の算出」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ご参考～ 

  富士通製ラック(19 インチスタンダードラック)の最大搭載質量 

 40U(PG-R6RC1)  →  990[kg] (自重 190[kg] + 搭載質量 800[kg]) 

 増設 40U(PG-R6RC2) →  955[kg] (自重 155[kg] + 搭載質量 800[kg]) 

 24U(PG-R4RC5)  →  595[kg] (自重 115[kg] + 搭載質量 480[kg]) 

 低騒音型 24U(PG-R8RC1) →  670[kg] (自重 190[kg] + 搭載質量 480[kg]) 

 

 ラックの荷重が床の耐荷重を超える場合、「床に鉄板を置いてラックからの荷重を分散する」、「ブレ

ードサーバを複数ラックへ分散させる」または「周囲に重い装置を置かない」などの対策が必要になり

ます。床耐荷重の詳細に関しては、設置工事業者等に確認してください。 

 

ETERNUS LT220 

(テープライブラリ) 

図 4-4 ラック荷重 500kg 以下の構成例 

19 インチ 24U ラック 

BX620 S4×10 台 

ETERNUS LT220 

ETERNUS2000 

IPCOM-S2000 

19 インチ 24U ラック 

BX620 S4×20 台 

(2 シャーシ構成) 

約 318 [kg] 約 413[kg] 

IPCOM-S2000 

(システムフロント) 

BX620 S4 

(ブレードサーバ) 

ETERNUS2000 

(ストレージ) 

BX620 S4 

(ブレードサーバ) 
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4.4.3 商用電源への接続 

 

● 電源供給の事前確認 

 ブレードサーバでは、AC200V の給電だけでなく、AC100V の給電にも対応しています。BX600 S3

シャーシ（AC200V）を導入する場合は、シャーシにAC100V電源を搭載することはできません。また、

BX600 S3 シャーシ（AC100V）を導入する場合は、シャーシに AC200V 電源を搭載することはできま

せん。ブレードサーバを導入する前に使用する商用電源の環境をご確認ください。BX600 S3 シャー

シ（AC100V）の冗長電源構成を UPS なしで使用する場合は、15A を 4 系統必要になりますのでご注

意ください。ブレードサーバとは別に、ラックに搭載されるディスプレイなどの周辺機器には AC100V

の商用電源が必要となりますので使用環境に合わせて準備してください。 

 

● 電源構成イメージおよびコンセント・プラグ形状 

 PRIMERGY BX600 S3 シャーシの電源に関する構成イメージ、および利用される電源コンセントと

プラグ形状については以下をご参照ください。 

 

表 4-4  PRIMERGY BX600 S3 シャーシ(AC200V)で利用されるコンセントとプラグ形状 

 構成イメージ 経路 プラグ コンセント 

UPS を使用

しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブ レ ー ド 内

蔵電源ユニ

ット→商用電

源 

NEMA L6-30P 

 

内蔵電源ユニット付属

の電源ケーブルを使

用ください 

NEMA L6-30R 

 

ブ レ ー ド 内

蔵電源ユニ

ット→コンセ

ントボックス 

IEC320-C20 

別途、電源ケーブル

(AC200V 対応)を必要

数手配する必要があり

ます。 

IEC320-C20 

別途、コンセントボッ

クスを手配する必要

があります。 

UPS を使用

する場合 

※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS※1→商

用電源 

NEMA L6-30P ※2 

 
NEMA L6-30R ※2 

 

 

 

※1: UPS は SymmetraRMTM 

※2: 最大容量(30A/6000VA)を必要とする場合は、本装置標準の入力プラグ(NEMA L6-30P)ではなく

端子台接続に取り替える必要があります。その場合、資格を有した電気技術者による工事が必

要となります。 

商用電源 AC200V 

コンセントボックス 

(IEC320-C20) 

高機能無停電電源装置※1 

商用電源 AC200V 
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表 4-5  PRIMERGY BX600 S3 シャーシ（AC100V）で利用されるコンセントとプラグ形状 

 構成イメージ 経路 プラグ コンセント 

UPS を使用

しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブ レ ー ド 内

蔵電源ユニ

ット→商用電

源 

平行 2P アース付 

 

内蔵電源ユニット付属

の電源ケーブルを使

用ください。 

平行 2P アース付 

ブ レ ー ド 内

蔵電源ユニ

ット→UPS※

1 

平行 2P アース付 

 

内蔵電源ユニット付属

の電源ケーブルを使

用ください。 

 

平行 2P アース付 UPS を使用

する場合 

※1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UPS※1→商

用電源 

NEMA L5-30P 

 

 

NEMA L5-30R 

 

 

※1: UPS は Smart-UPS 3000RMJ-3U 

商用電源 AC100V 

高機能無停電電源装置※1 

商用電源 AC100V 
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4.4.4 空調の確認 

 

● 設置場所の空調設備 

 空調設備がブレードサーバの冷却要件を満たしているかを確認するには、ブレードサーバの発熱

量と空調設備の仕様を比較し目安とすることが出来ます。 

 

 空調設備の冷房能力 ＞ ブレードサーバ発熱量 

 

 その際、ブレードサーバの発熱量は、カタログ（URL は「1.はじめに」をご参照ください。）等に記載さ

れている定格値を用います。導入するブレードサーバの発熱量を利用してサイジングする場合は

「3.3.1 電源容量の算出」で計算したブレードサーバ消費電力を使って算出することを推奨します。 

 

 ブレードサーバ発熱量 [kJ/h]  = ブレードサーバ消費電力 [W] × 3.6 

 

● ブレードサーバの周囲温度 

 ブレードサーバの周囲温度条件は、ラック型サーバと同様です。ブレードサーバの周囲温度は 10～

35℃、湿度 20%～80%（結露しないこと）を保つようにしてください。ブレードサーバはラック型サーバと同

様に、サーバ前面から吸気し、サーバ背面から排気します。他のラックの廃熱を吸入しないように隣接

するラックの配置に注意してください。  

 なお、ラックに空きユニットがある場合も、温度の高い排気が吸気に還流してラック内部の冷却に悪

影響を及ぼすことがありますので、必ず空きユニットに前面パネルを設置するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ラックの配置に注意が必要な例】 

ラックＡ      ラックＢ     ラック C 

 

 

 

 

 

 

前面      背面   前面    背面  前面    背面 

ラック A からの温かい排気をラック B で

吸入する 

ラック B からの温かい排気をラック C で

吸入する 

吸気温度が上昇し、ラック内の冷却に

支障をきたすケースがあります。 

吸気 排気 吸気 排気 吸気

【冷却を考慮したラックの配置例】 

ラックＡ     ラックＢ           ラック C    ラック D 

 

 

 

 

 

 

背面      前面   前面    背面     背面    前面  前面   背面 

吸気 排気 吸気 排気 吸気排気 吸気 排気 

図 4-5 ラックの配置例の比較 



 

a-1 

[ 付録 1 ] 

ブレードサーバのラック搭載例 

 

 ここでは、ブレードサーバを新規に導入するお客様のために、ラック搭載例を示します。導入時の注

意事項と合わせてチェックしてください。 

 

 

 

 

 
（U)

  

  

質量

[kg] 

消費 

電力 

[W]  

発熱量 

[ kJ/h] 
  

24   ・ ﾓﾆﾀｰ/切替機 15  39  141  ・

   ・ ブランクパネル（添付品：2U）     ・

   ・           ・

   ・ RX300        ・

20   ・   32 687  2474  ・

   ・          ・

 ・ BX600 S3        ・

 ・ 200V / 5250W     ・

 ・        ・

15 ・   83 2257  8126  ・

 ・   最大     ・

 ・   130     ・

 ・          ・

 ・ UPS：Smart-UPS 1500RMJ-2U     ・

10 ・   25 ※196  706  ・

 

ブランク

パネル 

（添付

品：2U）

・ ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ 10 -  -  ・

   ・ UPS：Symmetra RM 4000VA＋オプション  ・

   ・ 200V 5000VA/3500W    ・

   ・     ・

5   ・        ・

   ・   138 ※660  2376  ・

   ・        ・

   ・        ・

1   ・        ・

                 

     ラック自重  115 -  -   

2917*1   
 合計 418 922*2  

13823   

空
き

空
き

空
き

空
き

空
き

400＋237×3 
 ＋347×2 = 1805W 
 
 4200W 以下なので、サーバブレード
は BX600 S3 シャーシ（AC200V）に搭
載できます。 
(消費電力 = 1805 ÷0.8 = 2257W) 

BX620 S4 クアッドコア インテル® 

Xeon® プロセッサー L5320 (1.86GHz)  

2CPU 搭載モデル×３ 

BX620 S4 クアッドコア インテル® 

Xeon® プロセッサー X5460 

(3.16GHz) 2CPU 搭載モデル×２ 

□ 30A （200V）、20A（100V）の電源
設備を確保してください。 

ラックの最大搭載質量（586kg）以下なので、
この構成の機器はすべてラック搭載可能。
□ ラックの周囲スペースを確認してください。 

□ 床の耐荷重を確認してください。 

□ 空調設備を確認してください。 

3500W > 2257Wなので、このUPSはブ
レードサーバに対応しています。 

※ UPS 自体の消費電力 

*1 200V を利用する機器の消費電力の総和 

*2 100V を利用する機器の消費電力の総和 
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[ 付録 2 ] 

ブレードサーバの設置シミュレーション 

 

 本シミュレーションでは、ブレードサーバの設置に関して、プランニングガイドを参照しながら検討する

ことができます。検討の流れの質問項目で「いいえ」と回答された場合は、ブレードサーバの導入の際

にファシリティへの対処が必要となりますので、合わせてご検討ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討の流れ 参照項目 
検討内容の

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「4.2 ラックの

確認」 

 

 

 

①       U

②       W

③      kg

 

 

 

 

 

 

□ブレードサ

ー バ が 搭 載

可能なラック

を購入 
ス

テ

ッ

プ

１ 

 

 

「4.4.1 ラックの

設置スペー

ス」 

 

④       U

⑤      kg

 

 

 

 

□ラックの

配置を変更 

ステップ 3 
ブレードサーバ
の搭載要件（ファ
シリティ）チェック 

ステップ 2 
 
ブレードサーバ
の構成検討 

ステップ 1 
 
設置環境のチェック 

検討開始 

新規購入 

既存の 

ラックを活用 

はい 

いいえ 

ラックの空きスペース[U]（最大

搭載スペースから①を引いた

値）および搭載可能な質量[kg]

（搭載容量から③を引いた値）を

記録 

はい

ラックは新規に購

入しますか？ 

ブレードサーバを

搭載可能なラック

ですか？ 

既存のラック搭載されてい

る機器類の占有スペース

[U]、消費電力[W]（※1）お

よび質量[kg]の合計値を

記録 

※1 100V シャーシ導入の場

合はラックに搭載されている

100V 機器の消費電力合計、

200V シャーシ導入の場合は

200V 機器の消費電力合計を

記録 

ラックの周辺スペ
ースは確保されて
いますか？ 

いいえ 

次のページへ 

ブレードサーバが搭載で

きるラックの購入を検討し

てください。 

ラックの配置を再検討して

ください。 
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検討の流れ 参照項目 
検討内容の

記録 

 

 

 

 

 

「4.4.3 商用電

源への接続」 

□電源工事を

実施 

□ブレードサ

ー バ の 設 置

場所を変更 

 

⑥       W

⑦       W

ス

テ

ッ

プ

１  

 

「4.4.4 空調の

確認」 

 

 

 

 

「4.4.4 空調の

確認」 

 

 

□ラックの配

置を変更 

□ブレードサ

ーバ搭載ラッ

クを変更 

 

□ラックの配

置を変更 

□空調設備を

強化 

「2. ハードウ

ェアの紹介」 

 

 

 

 

ス

テ

ッ

プ

２ 

「4.3 ラック搭

載に関する注

意事項」 

「3.3 シャーシ

入力電力と質

量の算出」 

本体 

⑧       U

⑨       W

⑩      kg

UPS 

⑪       U

⑫       W

⑬      VA

⑭      kg

ステップ１の続きを検討 

はい 

ラック内のサーバ群へ供給可能

な電力[W]（※2）およびブレード

サーバ（または UPS）に入力可

能な電力[W]（上から②を引いた

値）を記録 

※2 100V シャーシ導入の場合は

AC100V で供給可能な電力、200V

シャーシ導入の場合は AC200V で

供給可能な電力を記録 

ブレードサーバに適

した電源供給がで

きますか？

ラックの配置は前面

吸気、背面排気に対

応していますか？ 

周囲温度条件を満た

す こ と が で き ま す

か？ 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ

いいえ 

電源工事や設置場所の再

検討を実施してください。 

ラックの配置変更やブレー

ドサーバを搭載するラック

の変更を検討してくださ

い。 

ラックの配置変更や空調

設備の強化を検討してくだ

さい。 

ブレードシャーシの搭載スペー

ス[U]、ブレードシャーシへの入

力消費電力[W]、ブレードサー

バ質量[kg]の合計を記録。 

ブレードサーバへ UPS を接続す

る場合は上記に加えて、スペー

ス[U]、出力電力[W]、皮相電力

[VA]、質量[kg]）を記録。 

構成検討（ブレードシャーシ、サ

ーバブレード数など） 

ステップ３へ 
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検討の流れ 参照項目 
検討内容の

記録 

ス

テ

ッ

プ

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「4.4.2 床の耐

荷重」 

 

 

 

 

 

 

 

「4.4.3 商用電

源への接続」 

 

 

 

 

⑮       U

⑯      kg

 

 

 

 

□ブレードサ

ーバ搭載ラッ

クを変更 

 

 

 

 

□ブレードサ

ーバ搭載ラッ

クを変更 

□ 床 の 補 強

工事を実施 

 

 

 

 

 

□ブレードサ

ーバに接続す

るUPSを変更

□ 電 源 工 事

（容量拡大）を

実施 

 

 

ステップ３を検討 

ブレードサーバは
ラックに搭載でき
ますか？（④>⑮か
つ⑤>⑯） 

ブレードサーバを
搭載したラックが
床耐荷重を超えな
いですか？ 

いいえ 

いいえ 

ブレードシャーシ
に入力する電力は
十分に確保されて
いますか？(本体
のみ：⑦>⑨、UPS
接続時：⑦>⑬か
つ⑫>⑨) 

はい

はい

いいえ 

周辺機器の接続機器の構成

など詳細検討してください。 

はい

搭載するラックの変更を検

討してください。 

搭載するラックの変更や

床の補強工事を検討して

ください。 

接続する UPS の変更や電

源工事検討してください。 

ブレードサーバおよび UPS の搭

載スペース[U]（⑧+⑪）、合計質

量（⑩+⑭）の算出 


